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手錆総数916例，内訳では子宮頚癌 77，子宮体癌 14，
卵巣癌24，子宮筋彊454，卵巣嚢腫102，外妊41，子宮脱 
29，苦境88，タト詮癌2，エンドメトリオーシス15，他70
となっている。これを年度別，衛式等について検討し
た。 
14. 	 縁毛性喪患の続計
遠藤イ言夫，加藤孝子，小林治
大森景文 (千大)
詔和49年より過去5年需に当教室に登録された裁毛性
疾患は奇飴 1，031例，破奇37例，紋毛寵28例，区分不明 
71例であった。奇胎を先行妊娠とする続発絞毛性疾患
は， 104担1(10.1 %)であり，そのうち続毛癌は4何で
あった。これらは奇胎後フォローアップによる続発症の
早期発見，手嘉浩療によヲ紋毛癌の 1例を除き寛解が得
られた。化学療法を中心とした効果的治療に加え，奇賠
後管理方式の徹底が重要であると患われた。 
15. 	 子宮内藤癌の統計
河西十九三(千大)
当教室では1975年より内膜外来を設け子宮内膜癌の早
期診断，早期治療に努めている。 4年罵の内膜癌穀、数辻 
36例，その年度別内訳は1975年 6例， 1976年 8例， 1977 
年 8例， 1978年14拐jで，全子宮癌に占める割合は，それ
ぞれ6.97%，12.31%， 12.31%， 15.05%と上昇額向に
ある。臨床期加では I期22椀， n期7倒，軍第3例， N
期 4例である。治療方針の露民IJはI期 Gl単易リラ I期 
G2 Ga単易日+9ンパ廓清，亘期広況， m期単劉又は広
汎+放射または化学療法，N期は{圏JIJ的治療としてい
る。 
16. 妊娠後半期エストリオールクリアランス潤定の
意義
小林 豆〈塩谷病院)
胎児・ 5台盤機能検査辻，めざましく進歩し，簡易法も
開発されましたが，今回中毒症例53例におけるエストリ
オールクリアランスとクレアチニンクリアランス灘定に
おいて，よヲ鮮明に胎盤機能をとらえましたので報告し
ます。 
17. 新しい免疫化学的測定法の模索
 
-a，・フェトプロティン (AFP)の測定一

城武昇一(千大) 
L. H.ボンナカー(ヘキスト研)
〔吾的Jyolk sac tumorや hepatisisの診断ιAFP
の誕定は，有力な手段である。今日では， RIAや EIA
法(検出限界約lOng/ml)により定量されているが，正
常置の掻めて小さい事から早期診断予後には， より感度
の高い誤u定法が望まれる。〔実験〕演者は，抗体と ma-
rkerとの間に spacerを導入し，抗体価の低下を防ぐ
事を計った。〔結果〕この方法では0.5ng/mlまで測定で
き，上記目的に充分かなう事が示唆される。 
18. 	 子宮外妊娠時の線溶系瀧定の臨床的意義
小林 豆(塩谷病院)
子宮外妊援8例における襲睦内車液と静脈血におい
て，それぞれ，血小板数，赤沈，フィブPノー グンイ直， 
F.D.P.誼をそれぞれ比較して，子宮外延援を局所 D. 
I.C.という見方をし， 全身性 D.I.C.への時民的ずれ
を，データで確認しえましたので報告しました。 
19. 	 下腹部撞撞診断における HSG撮彰の意義につ
いて
捨垣康二，望月博，高野昇(菌立横浜東)
腹腔鏡検査超音波診断あるいは CTによって下援部
腫癌の診断がより正確になってきた。しかしこれらの診
断は高値な器具と熟練を必要とし，必ずしも一般化に至
っていない。
婦人科領域で routine，こ行われている HSGの下腹
部撞癌 (117椀〉にみられる影像を分析し， これらの所
見と開腹所見とを対比し，下腹部腹癌における HSGの
診断的意義について検討を加えた。その結果，下渡部腫
嬉診断の補助診断法として HSG撮影法充分意義のある
ことを認めた。 
20. 	 ラテックス凝集法による HpL測定法の検討
中村欽哉， 1:二藤章夫(jl!鉄)
加藤徳太郎 CJI!鉄・検査科)
工藤純孝 (千大)
ヒト胎盤性ラクトグン CHpL)は蛤盤機詑検査法とし
て有用であム調定法も SRID或いは HpL・HAIR， 
HpL-HAR法の開発以来，簡易f七されて来たがp 変動
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し易い蛤児環境の把握のために辻，さらに迅速欝便な調
定法の登場が望まれていた。今回，反応時間 3分という
時間的にも手設的にも極めて僅易化したラテックス疑集
法〈ゲステフォロー“栄研丹)を検討する機会を得たの
で妊娠後期の症例を中心に報告する。 
21. 妊娠，産標語及び新生見期における HDL-
Cholesterolの変動
中村欽哉，仁藤章男()1I鉄)
加藤徳太郎 (JI鉄・検査科)
工藤純孝 (千大)
高比重リポ蛋白 (HDL)は LpLや LCATの作用
調箆を介してコレステロールエステノレの形成とトリグP
セライド輪送の促進，円語化のf下車を有し，動経硬イ七と
は逆桔関するといわれる。妊娠持母体は高脂車症の状態
にあ担特に高畠圧型重症中毒症に異常高脂血症が多い。
一方胎克の血中脂質ははるかに{底値で総脂質は母詳の
坊に退ぎず，脂費分画は異っている。我々は，妊娠，
産祷期及び新生児期の詣質代謝の変動を主として， 
HDL-Cholesterolの変動を通じて検討を試み若干の知
見を得たので報告する。 
22. 新生児描 CTscanに対する考察
新井一夫，赤嶺正裕(君津中央) 
Computed Tomographyが診断にはたす役嵩は大き
し小売の頭部 CTにおいても頭の大きさの異常，神
経皮}書症候群等の診断と，そのJ;f;用は志い。新生児にお
いて辻，これら疾患のほかに，脳出血，周産期無酸素症
等の頭部分娩時障害の診新，予後暫定に脊意義と考えら
れる。新生児期では，工)髄液控の捨出が不明瞭であ
るだけで、は， 脳浮腫があると断定できない。 2)Falx 
Densityの増強は必ずしも錨出血をものがたらない。 
23. 母乳栄養における新生児黄痘の統計
赤嶺正裕，新井一夫，長谷川正夫(君津中央)
当読では新生児の噌育は，全例母乳栄養を原郎として
行なっている。昭和51年 1月よ予 BILCLIT，BIL拡 E-
TERを用いて全新生児の血清ど{査を測定し高ピ血症の
児に光線療法あるいはフェノパノレピタール諜詰を行なっ
てきたので，その統計学的考察を行ない，また血清ピ値
を左右する菌子としての新生児室?急課血後調定までの
時間，測定器の信頼性について若干の検討を却え報告す
る。 
24. 周産窮死亡の剖検
柴由時三〈結構中央〉
大久保春男〈向・痕理〉
罵産期死亡の剖検は，昭和 49年よ!J5年間で 42例 
(38.5%)をかぞえた。これらの死因を検討したところ，
無酸素症は16例 (38.1%)，肺機能異常は12例 (28.6%)
で，奇形及び分娩嘩害等は 10剖あり，不明は 4例 (9.5
%)であった。無酸素症でほ，車専帯，胎盤の異常による
給見循環障害と，見の位置異常等による早発呼吸例が多
く，肺機能異常では，羊水道多症，妊娠中毒症が多く，
分娩障害例は，骨盤{立であった。これらの病理所見につ
き詳述する。 
25. 胎克奇形の出生前診翫
 
-Fetographieを中心iこ一

仁藤章夫，中村欽哉(jl!鉄〉
胎児奇形の出生前診断の重要性は論をまたないが，同
時に極めて困難な問題でもある。異常が疑われる妊婦に
対して，古くからX線単純撮影が行われるが，軟部組織
の異常は識別不能で、あり，骨格の異常でさえ，往々にし
て見落し勝ちで島る。
過去， )1鉄病院で出生前診断をし得た奇形克のうち，
水頭症， s語膜撞等6例を選び，胎表造影の写真を供覧す
ると共に併せて当該例の羊求分析，胎克飴盤機能検査成
績について報告する。 
26. 妊掻末期に診断し得た Achondrogenesisの 
1毎日
赤嶺正裕，新井一夫(君津中央) 
Achondrogenesisは， 致死性四肢短縮型小人症に属
する 8疾患のうちの 1つで，常染色体劣性遺誌であり，
本邦報告例は少ない。
我々は，妊援32週の腹部X線橡にて本症を診新し得た 
1例を経験した。本痘が妊嬢中に診断可能である点，胎
克軟骨異栄養痘〈常染色体震性遺伝)と誤診されている
問題点，次子}こ対する親への説明の問題点を含めて報告
する。
